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Abstract 
We can use words in combination with visual information when communicating with readers. As a result of the 
widespread use of technology, visual information has become used widely in medical communications. An example is 
the use of graphical abstracts (GA) in international journals to condense the essential points and highlights of a 
research paper within one image. The use of GAs is trending in the medical and scientific fields and is often required 
for submission to top journals. However, most medical researchers may not be able to create visual information 
correctly or ethically. Moreover, readers also need some skills to analyze the visual information. Therefore, this paper 
provides some tips for using visual information in medical communications, focusing on the concept of visual literacy 
(VL). We propose that VL would help in medical communications, especially when visual information is used. 
 

要旨 

コミュニケーションを行う際、言葉はもちろん視覚情報を用いることはコミュニケーションには不可欠であり、医療・

医学分野においても、メディカルコミュニケーションにおける視覚情報はテクノロジーの普及も相まってその活用に注

目が集まっている。 その一事例として国際ジャーナルにおける Graphical Abstract（GAs）の使用拡大が指摘される。

投稿時に論文の要旨及び重要点を 1枚の視覚情報にまとめビジュアル化することが医療系だけでなく科学分野のトップ

ジャーナルをはじめとして求められるなど、一つのトレンドとなっている。しかし現状多くの医学・医療専門家は視覚

情報を的確に作成するスキルや法的・倫理的必要要件を認識しているとは考えにくく、また視覚情報を“読む”ため、

情報の受け手は視覚情報を分析・評価するためのスキルも求められる。今後、視覚情報を作成して情報伝達をしていく

発信者だけでなく、視覚情報を分析し評価し情報を得る受け手、両者どちらの立場に立った場合でも円滑に視覚情報を

用いたコミュニケーションが実施できるよう、本説では、Visual Literacy（VL）という概念に注目しメディカルコミュ

ニケーションにおける視覚情報の重要性とその可能性について言及する。 
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1. 序文 
インターネットの普及により、普及以前に比べ、画像や

映像等の視覚情報を迅速に円滑に伝達できるようになっ

たことで、視覚情報を介したコミュニケーションは日常

だけでなく、様々な分野においてもその利便性が活用さ

れている。医学・医療分野においても同様の傾向が見ら

れ、様々なコミュニケーションフェーズにおいて視覚情

報を活用した情報伝達及びそれらを円滑に活用していく

ための研究等が現在行われている。 
 Medical illustration (MI） 
医学・医療分野で用いられている視覚情報の一例として、

Medical illustration (以下 MI)が挙げられる。複雑な医療情

報をイラストレーション化することで、対患者、医療従

事者間、対メディアのコミュニケーションにおいて、適

切に情報伝達を行うことを目的としたツールである。そ

の歴史は古く、写真の技術がなかった時代に、解剖学的
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な知見等を描き止めるために、用いられていたのが最初

とされている 1)。  
現代では写真等様々なデジタルツールを用いることが

可能であるが、写真をそのまま用いるのではなく、イラ

ストレーションを用いることは様々な利点がある。例え

ば、レントゲンや CT 等の画像は、それを専門に読解す

るための知識が必要であり、医学・医療に関連するすべ

ての人々が等しく“読む”ことが困難である。そのよう

な情報に対し、誰に対して何を伝えるのかを整理した上

で、必要な情報に焦点を当てて描写することで、専門的

な知識を持たなくとも、イラストレーションに含まれる

情報を認識させることを可能にするツールがMIである。

MI に対する研究も行われており、どの様な情報に対して、

どういった描写（写実的か模式的か等）が適しているの

かを、がん情報 2)（自分の論文）や、健康教育教材 3)（自

分の論文）に応用した取り組みなども行われており、科

学的な知見の蓄積も進んでいる。 
 MI はただ描けば良いというものでもなく、作成にあた

り描くための技量だけでなく、医学・医療分野の基本的

な知識を習得することも求められる。米国の Johns 
Hopkins 大学をはじめ、欧米諸国では、MI の専門家、メ

ディカル・イラストレーターを育成するための修士課程

が存在する 4) など、職業としても確立しており、医学・

医療分野における代表的な視覚情報ツールの一つと考え

られる。 
Participatory Visual Methods（PVMs） 
臨床場面や、論文・研究成果発表、プレスリリースで用

いることが期待される MI に加えて、より質的な手法と

しても医学・医療分において野視覚情報が活用されてい

る。その一つが、エスのグラフィーの一手法と考えられ

ている、Participatory Visual Methods（以下 PVMs）である。

とりわけ公衆衛生学分野において用いられることが多く、

参加型視覚調査、すなわち、参加者が自らビジュアルツ

ールの作成に関わり、潜在意識を探る手法のことを指す
5) 。表象が難しい概念等に対し、言葉だけでなくビジュ

アル化を通して、知識の生産に貢献し、社会的主体へと

概念化するパラダイムシフトとして用いられている 6) 。  
エスのグラフィーの手法として、ビジュアルを用いるこ

とについて議論が生じているのも事実であるが 6) 、ここ

数年において Public healthに特化した PVMsの書籍 7) や、

手法に関する書籍等 8), 9) が刊行されるなど、医療社会学

的分野における課題解決手法として注目されている。 
Graphical Abstracts（GAs） 
先の 2 つのツール、MI が医学・医療分野の様々なコミ

ュニケーションのフェーズに活用され、PVMs が公衆衛

生等の医療社会学よりの被験者の潜在意識を探るための

ツールとして活用される中、研究に従事する研究者同士

で用いられる視覚情報も存在する。それが、論文・学会

投稿時に 投稿者が作成を求めら れる、 Graphical 
Abstracts(GAs)である。  

GAs とは、1 枚の画像で構成読者が論文等の概要を素早

く把握し、研究の目的や結果などの重要な情報を、閲覧

者が素早く確認できるよう設計された視覚情報 10)★

（Cell Press Graphical Abstract Guidelines）の総称である。

医学をはじめ、科学分野の急速な発展及び細分化に伴い、

日々膨大な数の論文が投稿され出版され、研究者はオン

ライン上の膨大な文献の中から必要な論文へ的確にアク

セスすることが求められる。論文にアクセスし、素早く

どの様な内容が記載されているのかを素早く取得するこ

とは、研究そのもののサイクルの円滑化にも貢献しうる

ことが想定される。GAs は投稿者に、文章だけでなく視

覚情報として論文の要旨を記述させることで、読者にオ

ンラインでの閲覧を容易にし 素早く論文のテーマを特

定すること、加えて論文に注目してもらい、 読者を増や

すことを目的として、主に医学及び科学分野にて使用が

推奨されている 10) 。 
 
2. GAs の変遷 
Gas の歴史は 1970 年代にまで遡る。主に、化学分野の雑

誌を中心に、1970 年代後半から、Chemical Biology や

Nature Chemistry といった雑誌にて、GAs の作成を論文

投稿時に作者に求めることが見受けられるようになった
11) 。ドイツの応用科学系雑誌の“Angewandte Chemie”に

掲載されたものが最初の GAs とされており、特に有機化

学や無機化学分野等、分子、化合物の構造を視覚情報と

して提示する必要がある分野に GAs の使用が活発に見

られた 12) 。その後、2010 年に発行された Cell の創刊

号の論説、研究論文のオンライン表示方法の変化を提示

した「Article of the Future」13) では、GAs の導入推奨が言

及されており 12) 、その後、医学・医療分野では 2018 年

以降に導入が活発化 11), 13) し、現在医学・科学分野の多

くの雑誌で GAs の活用が行われている。  
近年では、GAs がどれだけ読者に影響を与えたのかを

検証した論文も存在し、Twitter を用いた論文情報の拡散

を試みた場合、論文タイトルに加え GAs をツイートする

と、 Twitter のインプレッション数が 7.7 倍に GAs をツ

イートすることで 論文の訪問回数が 平均 65.5 回から

175.4 回に増加 15) したなどの調査も存在する。 
 GAs の種類 
医学・科学分野の雑誌において活用が活発化している

GAs であるが、分野によっても使用する GAs のスタイル

が異なる。ここでは、現在分類として挙げられている、

4 スタイルについていかにその違いと詳細について簡潔

に言及する。  
Diagram Style：最も古いスタイルの GAs の種類。ダイ

アグラムを用いたスタイルは主に化学の分野で利用され
11) 、視覚情報に加えて、高度な専門用語や略語を用いて

構成されることが多い。 
Infographic Style： 2015 年初頭～2016 年に人気を博し

たスタイルであり 16)、Elsevier17) の学術雑誌に登場し、

ニュースメディアでの使用も見られ 18)★（GAs wiki16） 、
より視覚的に訴えるような視覚情報がしばしば用いられ、

論文執筆者が作成するよりも、高度なビジュアル技術を

用いて作られることが多く、読者は研究者のみならず、
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市民等、幅広い層が想定される場合に用いられることが

多い。 
Visual Abstract Style： Visual Abstract Style は、2016 年 6

月に Annals of Surgery の Creative Editor によって初めて

導入された GAs の１スタイルである 14) ★（GAs wiki7）。
主に医学分野で用いられるスタイルで 19) ★（GAs wiki9）、
タイトルを含み、の重要な知見をテキスト及びビジュア

ル、データ等を提示し 1 枚の画像で構成するスタイルと

して認識されている 11) 。  
Comic Style：いわゆる漫画的な手法を取り入れた GAs

のスタイルであり、親しみやすく、多くの読者を取り込

むことを目的とする場合に使用されるスタイルである。 
医学分野における Visual Abstract Style（VAS）について 
4 つのスタイルの中でも医学・医療分野で用いられる主

な手法は、Visual Abstract Style（以下 VAS）である。実際

にどの様な VAS を作成すれば良いのかという事例は、個

別の研究ごとに異なるので、確実な視点を言及するのは

難しいが、Elsevier では GAs のガイドラインのページに

おいて、手本となる例を掲載しており 20) 、論文に掲載さ

れている図表をそのまま使用するのではなく、論文のた

めに 特別に作成された GA がベストとされており 12) 、
デザインをシンプルに保ち、十分な余白を設けることで、

主要なメッセージが伝わりやすくする工夫などが求めら

れる 20) 。 
 

3. 課題点：誰が GAs を作成するのか 
GAs の作成者は、論文を執筆する執筆者本人であるこ

とが想定される。論文の内容を熟知していなければ、視

覚情報にそれらを落とし込むことができないと考えられ

るからだ。しかし、医学分野で用いられている VAS を用

いて GAs を作成しようとなった場合、出版社によって規

定は異なるものの、“タイトルを含み、の重要な知見をテ

キスト及びビジュアル、データ等を提示し 1 枚の画像で

構成する”といった最低限の要件のみで、全ての研究者

が社会的波及効果の期待できる視 GAs を作成できるの

か、という点には疑問が残る。多くの研究者が GAs を作

成するための視覚情報作成のための基礎訓練を受けてい

るとは考えられず、今後さらに GAs を求める雑誌が今後

医学分野に波及していく可能性も考えられるため、現時

点で GAs を作成したことがない研究者にとっても、突如

として作成を求められることも想定されうる。そのため、

GAs の作成が論文作成の足枷となることも最悪考えうる

のである。さらに情報を受け取る読者側も、作成された

GAs を正しく受け取るための読解訓練が必要となる可能

性も考えられ、GAs の広がりは、研究者に視覚情報を的

確に作成するだけでなく、正しく読み取るための読解力

も同時に求める構造を生むことも想定されるのだ。 
 これら GAs がもたらす視覚情報作成・読解の課題をい

かにして解決していくべきなのか、本説では、視覚情報

を適切に活用することで視覚情報の適切な生産循環に貢

献するための能力、Visual Literacy（以下 VL）がこれらの

課題を解決しうる一手段と捉え、いかに VL の概要及び

その可能性について記述していく。 
 

4. 考察：GAs の円滑な活用に向けた解決先：Visual 
Literacy（VL）とは？ 
 米国図書館協会（American Library Association）の一部会

である、大学・研究図書館協会（Association of College and 
Research Libraries: 以下ＡＣＲＬ）が、2011 年に提起した

高等教育分野における定義によると、VL とは“個人が効

果的に画像や視覚メディアを見つけ、解釈し、評価し、

使用し、作成することを可能にする一連の能力”として

示される。 
VL がリテラシーの一つとして言及された最も古い例は、

1939 年に遡る。ロバート・デイビス（Robert Tyler Davis）
が『The Art Museum and the Secondary School』という書籍

内にて、アメリカの美術教育分野における視覚リテラシ

ーの重要性という文脈で、VL を定義し使用している報

告が存在し 21) 、当初は美術分野特有のリテラシーとして

扱われていた。その後、1969 年、Audiovisual Instruction と

いう学術雑誌に投稿した学術論文 22) にＶＬについて記

載したこと 23) で、各分野において VL という概念が広が

り、それぞれの分野で独自の解釈が行われ VL の定義そ

のもの自体が曖昧な状態となっていた。 
上記の様な状況を打破すべく、また、テクノロジーの普

及により、視覚情報が多くの人々の生活に欠かせない手

段となっていったことから、ACRL では、2011 年に VL
を 7 つのキーコンピテンシーと、それに付随するパフォ

ーマンス指標、そして期待される学習成果を全 100 項目

近く設け提示した。VL の 7 つのキーコンピテンシー21)

（HP）は以下の通りである。 
① VL を有する学生は必要とされるビジュアル資料の

性質と範囲を決定する  
② VL を有する学生は必要なビジュアル情報を効果的

かつ効率的に見つけ利用する  
③ VL を有する学生はビジュアル情報の意味を解釈し

分析する  
④ VL を有する学生はビジュアルとその情報源を評価

する  
⑤ VL を有する学生はビジュアルを効果的に使用する  
⑥ VL を有する学生は意味のあるビジュアルやビジュ

アルメディアをデザインし作成する  
⑦ VL を有する学生はビジュアルやビジュアルのメデ

ィアの作成と使用を取り巻く倫理的・法的・社会的・

経済的な多くの課題を理解し、倫理的に視覚資料に

アクセスして使用する 
VL と GAs 

 ACRLは高等教育でのVLの普及を促進しているため、

主語は“学生”となっているが、これらの点は視覚情報

を情報伝達手段として扱う全ての人々に当てはまる能

力であると捉えることができる。とりわけ、視覚情報を

自ら作成し発信していく人々、GAs を作成する研究者

等にとっては、これら 7 つのキーコンピテンシーの全て

が必要な視点として上がってくると考えられよう。とり
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わけ、⑤-⑦では、視覚情報を実際にデザイン、作成し、

作成において倫理的・法的な課題等が生じていないかを

自身で確認する力が求められており、特に⑦の視覚情報

の倫理的・法的な使用については、他者の画像の“盗用”、

“著作権侵害”となるようなことが生じれば、作成に従

事した研究者は研究不正を行ったと捉えられてもおか

しくない。文献そのもの自体の“盗用”や“剽窃”はも

ちろん著作権侵害にあたることは、研究者でなくとも今

や多くの人々が知る周知の事実であるが、視覚情報につ

いては同様の視点が広がっているとは言い難い。インタ

ーネット上で検索キーワードを入れれば、関連する画像

が複数表示され簡単にコピーができる世界が、テクノロ

ジーの普及により爆発的に広がったことから、視覚情報

の適切な活用に関する必要な手順の啓発は十分とは言

い難い。故に、ACRL をはじめとした図書館組織が、情

報と情報資源の組織化、そして人と情報を繋ぐためのコ

ミュニケーションの場の構築を視覚情報にも応用すべ

く、VL の定義を明瞭化したという背景が指摘できるの

である。 
 また、キーコンピテンシーの①-④は、⑤-⑦のキーコン

ピテンシーを達成するためには必要な視点であり、かつ

視覚情報の読者側の能力としても求められる点である

のではないかと推測される。そのため、視覚情報発信者

だけが VL の能力を強化すればよいわけではなく、情報

を受け取る読者側も同様に、VL の能力を有しているこ

とが求められるのである。 
 このVLを有した研究者が増えたと仮定をすれば、GAs
を作成する際、適切な VAS を選択し、的確に GAs を構

築できることが見込まれるだけではなく、情報を必要と

する医師・研究者への訴求力が高まることも期待される。

加えて、情報の読者である人々も VL を向上させること

で、迅速に視覚情報を把握し情報取得が行える点を考え

れば、VL の向上そのものが、GAs を通したコミュニケ

ーションの円滑・活発化に貢献しうるのではと仮定され

るのである。 
 VL を促進するための学術的背景 
しかしながら、実際に視覚情報がいかに情報伝達に重

要とされるのかについて明らかにならなければ、VL そ

のものを推進することも難しい。ここでは、VL 促進を

進めるために指摘されている認知心理学分野の 2 つの

学習促進理論について紹介したい。 
1) Pavio (1971)の 二重符号化（Dual-coding system） 
 言語処理システムだけではなく、同時に非言語処理シ

ステムの 2 つの処理システムが働くことが記憶の持続

に繋がるという考え方 25)-27) である。この考え方に準拠

すれば、学習や教育を行う場面では、テキストだけでは

なく、それに付随したイラストを使用することで学習効

率の向上が期待でき、視覚情報を解釈し理解すること、

すなわち VL そのものが学習時の鍵となるため、VL 向

上が、二重符号化の作用をより円滑に生じさせるために

も重要な視点であることが指摘されるのである。 
２）Swelle (1988)の  認知負荷理論（Cognitive Load 

theory: CLT） 
新たな学習を行う際には、それに応じて認知の負荷が

かかり、認知負荷の総量は以下の３種の認知負荷の合計
28) で表すことができると示す理論である。 
 
ⅰ) Intrinsic cognitive load（トピック固有の難易度） 
ⅱ)Extraneous cognitive load（学習とは無関係な認知負荷） 
ⅲ）Germane cognitive load（学習時の適切な認知負荷）  
 
文章の冗長性を軽減し、認知負荷を定価させる 特に学

習を行う際には、学習とは無関係な認知負荷であるⅱ）

の負荷をいかに減らしていくかが求められている。その

負荷を減らすために、視覚情報をうまく使用することが

鍵になると指摘 29)-33) されているのである。 
 
上記の 2 点の理論を拝借すれば、やはり視覚情報を用

いることは、その情報そのものを素早く相手に伝達し学

習してもらうことが可能であると考えられる。そして、

その視覚情報を適切に操り、受け取るためにも VL とい

う視点が重要となってくるのではと考えられるのであ

る。 
 
5. 結語：医学・医療分野における VL の今後の展望 
VL という概念が医学・医療分野にも普及されはじめ

た GAs 制作において大いに役立つ可能性があることは

指摘できたが、実際にどのように VL を能力として教育

していくのかが、今後の課題となるだろう。VL の定義

を制定した ACRL は、7 つのキーコンピテンシーを獲得

するための、パフォーマンス指標と学習成果項目を設け

ている。既に他の分野では、それ等を用いて探索的な研

究が行われるなど 34), 35) 、教育方法に関する模索も始ま

っている。今後それ等が科学的に確立していくことによ

り、医学・医療分野においても VL とのさらなる向き合

い方が、GAs 以外の点でも見つかることを期待したい。 
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